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午後の「△」は、いずれかの先生が輪番で診察します。
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平成28年度平戸市病院事業決算報告
毎日できる健康チェック
ATLと歩いた医師人生
地域医療を学ぶ「SUMMER CAMP 2017」
ふれあい看護体験
市民病院スタッフの「耳よりなハナシ」
生月病院スタッフの「ちょっと聞いておくれ」
掲示板
栄養管理室だより「いっただきまーす」
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長崎労災病院
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長崎労災病院

毎月２回（詳しい予定は、市民病院へお問い合わせください。）     

毎月第１・第２・第３水曜日　大腸ファイバー      
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長崎労災病院

平戸市民病院

伊万里有田共立病院

まえだ眼科 

毎月最終水曜日       

1 1 月 1 3 日 （ 月 ） ～ 1 7 日 （ 金 ） 午 前 中       

1 2 月 1 1 日 （ 月 ） ～ 1 5 日 （ 金 ） 午 前 中       

 １ 月 1 5 日 （ 月 ） ～ 1 9 日 （ 金 ） 午 前 中       

毎月第１金曜日（詳しい予定は、生月病院へお問い合わせください。） 

毎月第２火曜日       

毎月第４金曜日

３か月に１回（詳しい予定は、生月病院へお問い合わせください。） 

中江の島とあご漁中江の島とあご漁

　「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」　「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」

　　　　　　　　平成30年世界資産登録を目指しています。　　　　　　　　平成30年世界資産登録を目指しています。

中江の島とあご漁

　「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」

　　　　　　　　平成30年世界資産登録を目指しています。



【材料２人分】
　しいたけ ４枚

　すりみ 120ｇ

　大葉 10枚

　片栗粉 大さじ２

　ゴマ 大さじ２

【栄養価】
　熱量 184kcal

　たんぱく質 11.1ｇ

　脂質 8.6ｇ

　炭水化物  2.5ｇ

　食塩相当量  1.0ｇ

　ビタミンD 5.1μｇ

（18才以上の摂取目安量は、5.5μｇ／日）

　平戸市民病院と生月病院は、平戸市病院事業として、地方公営企業法の全部適用を受け、原則、独立採算

制をとっており、入院・外来など診療費を主な収入として経営しています。地域に不可欠な病院が持続的に、

安定的な経営を行っていけるよう職員一同、鋭意努力しているところです。

　今回は、平成28年度の決算と事業概要がまとまりましたのでお知らせします。

収益的収入　24億7,362万円 収益的費用　23億9,205万円
平戸市民病院　16億9,196万円 平戸市民病院　16億2,408万円

生月病院　７億8,166万円 生月病院　７億6,797万円

15億4,492万円

13億4,152万円

352万円

81万円

7,477万円

7,564万円

給与費 ９億3,159万円給与費 ９億3,159万円
材料費 1億7,723万円材料費 1億7,723万円
経費 ３億127万円経費 ３億127万円
減価償却費 1億3,032万円減価償却費 1億3,032万円
資産減耗費 210万円資産減耗費 210万円
研究研修費 241万円研究研修費 241万円

給与費 ９億3,159万円
材料費 1億7,723万円
経費 ３億127万円
減価償却費 1億3,032万円
資産減耗費 210万円
研究研修費 241万円

給与費 ４億9,324万円給与費 ４億9,324万円
材料費 7,748万円材料費 7,748万円
経費 １億2,711万円経費 １億2,711万円
減価償却費 4,766万円減価償却費 4,766万円
資産減耗費 110万円資産減耗費 110万円
研究研修費 105万円研究研修費 105万円

給与費 ４億9,324万円
材料費 7,748万円
経費 １億2,711万円
減価償却費 4,766万円
資産減耗費 110万円
研究研修費 105万円

入院 ７億6,239万円入院 ７億6,239万円
外来 ３億9,846万円外来 ３億9,846万円
訪問看護 652万円訪問看護 652万円
通所リハ 3,063万円通所リハ 3,063万円
その他 １億4,352万円その他 １億4,352万円

入院 ７億6,239万円
外来 ３億9,846万円
訪問看護 652万円
通所リハ 3,063万円
その他 １億4,352万円

入院 ３億8,788万円入院 ３億8,788万円
外来 １億9,609万円外来 １億9,609万円
その他 7,254万円その他 7,254万円

入院 ３億8,788万円
外来 １億9,609万円
その他 7,254万円

負担金交付金 １億8,706万円負担金交付金 １億8,706万円
患者外給食 85万円患者外給食 85万円
長期前受金戻入 7,755万円長期前受金戻入 7,755万円
その他 1,021万円その他 1,021万円

負担金交付金 １億8,706万円
患者外給食 85万円
長期前受金戻入 7,755万円
その他 1,021万円

負担金交付金 １億8,706万円
患者外給食 85万円
長期前受金戻入 7,755万円
その他 1,021万円

負担金交付金 9,458万円負担金交付金 9,458万円
患者外給食 43万円患者外給食 43万円
長期前受金戻入 2,567万円長期前受金戻入 2,567万円
その他 350万円その他 350万円

負担金交付金 9,458万円
患者外給食 43万円
長期前受金戻入 2,567万円
その他 350万円

支払利息 3,769万円支払利息 3,769万円
雑損失 3,795万円雑損失 3,795万円
支払利息 3,769万円
雑損失 3,795万円

支払利息 147万円
雑損失 1,805万円

7億4,764万円6億5,651万円

97万円

１億2,418万円１億2,418万円１億2,418万円

２億7,567万円

　日ごろ手にする加工食品に、どのような食材が使用されているか見るために、パッケージに記載さ

れている原材料表を見ることがあると思います。この原材料表示には、一定のルールがあり大切な情

報が掲載されていますので、特に加工食品など一見、原材料が分かりにくいものはよく確認する必要

があるでしょう。

　原材料名欄は、使用した原材料が全て、

重量順に表示されています。つまり、先に

かかれているほど多く含まれます。

　また、アレルギー、遺伝子組換え、原料

原産地に関する表示を含みます。

　特に、食品添加物は、それ以外の原材料

と分けて記載されます。

作り方

　骨を丈夫にするには、カルシウム補給が重要です。一緒に
ビタミンＤを摂ると、カルシウムの吸収を促進してくれます。
ビタミンＤは、日光を浴びることにより、皮膚で生成すること
ができます。しかし、それだけでは十分でないため、食事に
よって補う必要がある栄養素です。
　ビタミンＤを多く含む食材は、魚類・きのこ類となっていま
す。
　平戸にも美味しい魚がたくさんありますし、きのこ類と言え
ば、平戸産のシイタケですね。肉厚で味もよく、様々な料理
に使えて、良質な出汁もとれる万能食材です。 

①しいたけは、石づきを切る。

②切りとった石づきを短冊切りにする。

③大葉は、飾り用の４枚をとっておき、残りの６枚を千切りにする。

④すりみに、②と大葉の千切りを入れ混ぜ合わせる。

⑤しいたけの内側に片栗粉をまぶし、④を詰める。詰めた後も、

　表面に片栗粉をうすくつける。

⑥フライパンにごま油を熱し、⑤を焼く。中まで火が通ったら、

　大葉を添えて出来上がり！！

医業費用

医業費用

医業収益

医業収益

特別利益

特別利益

医業外収益

特別損失

特別損失

医業外費用

医業外費用 1,952万円
医業外収益

医業利益 経常利益 純利益 企業債残高

平戸市民病院

生月病院

△２億   340万円

△9,113万円

△337万円

1,353万円

6,788万円

1,369万円

11億4,775万円

9,904万円

準チョコレート（パーム油（大豆を含む）、砂糖、全粉乳、
ココアパウダー、乳糖、カカオマス、食塩）、小麦粉、
ショートニング（牛肉を含む）、砂糖、卵、コーンシロップ、
乳又は乳製品を主要原料とする食品、ぶどう糖、麦芽糖、
加工油脂、カラメルシロップ、食塩

ソルビトール、酒精、乳化剤、膨張剤、香料

<加工食品の表示例 >

原材料名

添加物



（人） （％）

本年度
前年度
比　較
本年度
前年度
比　較

◆患者動向

区分
入院患者（人）

延　数 １日平均 延　数 １日平均

外来患者（人） 患者延数 病　床　数 病床利用率

（床） 一般 療養
31,365
32,981
△1,616
16,733
14,946
1,787

85.9
90.1
△4.2
45.8
40.8
5.0

51,938
55,084
△3,146
29,758
31,321
△1,563
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△13.0
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128.9
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－
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栄
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士

薬
剤
師

医
師

事
務

市民病院

生月病院

市民病院

生月病院

市民病院

生月病院

市民病院
生月病院

4

4

7

4

1

1

2

1

3

1

4

1

5

3

2

1

0

0

1

0

54

26

1

3

84

45

区分

今年度増加額

今年度減少額

年度末残高

今年度増加額

今年度減少額

年度末残高

0

0

18,717

0

0

741

0

0

202,510

0

0

96,459

0

0

102,886

0

0

672

5,657

3,289

107,260

3,631

1,398

43,420

0

159

2,499

0

0

206

0

0

0

720

211

720

5,657

3,448

433,872

4,351

1,609

142,218

◆固定資産明細（単位：万円）

◆職員数（単位：人）

◆年度別純利益（損失）の推移

※平成 26年度は、公営企業会計の制度移行に伴い、特別損失を計上したため、大きな赤字となっています。

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度
6,535万円
2,718万円

5,853万円
2,906万円

2,513万円
1,419万円

▲5億6,388万円
▲2億5,084万円

1億151万円
135万円

6,788万円
1,369万円

※

　

市
指
定
天
然
記
念
物
の
「
獅
子
の
ア
コ
ウ
」

を
描
い
た
油
彩
画
を
、
茨
城
県
在
住
の
松
尾 

治
さ
ん
よ
り
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松
尾

さ
ん
は
、
西
海
市
の
出
身
で
、
植
物
や
風
景

画
を
数
多
く
描
い
て
お
り
、
特
に
、
五
島
玉

之
浦
の
ア
コ
ウ
を
描
い
た
「
樹
勢
⑴
」は
、
第

69
回
二
紀
展
で
入
選
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
寄
贈
い
た
だ
い
た
絵
も
、
二
紀
展
に

出
品
さ
れ
た

作
品
で
、
巨

木
ア
コ
ウ
の

う
ね
る
よ
う

な
迫
力
が
伝

わ
る
力
作
で

す
。
市
民
病

院
の
待
合
ロ

ビ
ー
に
展
示

し
て
い
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご

鑑
賞
く
だ
さ

い
。

　

市
民
病
院
で
は
、
７
月
13
日
に
全
職
員
を

対
象
と
し
て
、
接
遇
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
は
、
市
民
病
院
の
受
付
業
務
を
受
託
し

て
し
て
い
る
ニ
チ
イ
学
館
か
ら
派
遣
し
て
い

た
だ
き
、
本
格
的
な
接
遇
マ
ナ
ー
と
、
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
に
対
す
る
心
構
え
な
ど
の
お

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
丁
寧
な
言
葉
を
選
ん
で
話
し

て
い
て
も
、
口
調
や
雰
囲
気
は
相
手
に
伝
わ

り
、
嫌
な
印
象
を
与
え
る
場
合
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
説
明
ば
か

り
で
な
く
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
寄
り
添

っ
た
心
遣
い
が
必
要
だ
と
職
員
一
同
感
じ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
院
内
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
で

は
、
患
者
満
足
度
の
向
上
や
、
接
遇
・
設
備

等
の
改
善
を
テ
ー
マ
に
、
毎
月
会
合
を
開
い

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
病
院
を
目
指
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
病
院
で
は
、
８
月
10
日
に
、
防
火
避

難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
火
災
に
見
舞
わ

れ
た
際
、
初
期
消
火
と
患
者
さ
ん
の
安
全
確

保
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
毎
年
２
回
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
夜
間
に
火
災
が
起
き
た
こ
と
を

想
定
し
、
初
め
て
通
常
勤
務
時
間
外
に
行
い

ま
し
た
。
帰
宅
し
た
職
員
へ
の
非
常
連
絡
か

ら
、
病
院
へ
参
集
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

や
、
限
ら
れ
た
職
員
で
患
者
さ
ん
を
避
難
さ

せ
る
訓
練
な
ど
初
め
て
の
試
み
に
よ
り
、
夜

間
の
防
火
避
難
体
制
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

当
然
、
火
災
は
起
き
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
す
が
、
不
測
の
事
態
に
は
、
消
防
機
関
と

連
携
し
、
患
者
さ
ん
の
安
全
を
第
一
に
行
動

す
る
訓
練
が
で
き
ま
し
た
。

■
「
獅
子
の
ア
コ
ウ
」
を
描
い
た

　

油
彩
画
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

掲示板掲示板掲示板

■
平
戸
市
民
病
院　

　

接
遇
研
修
を
実
施
し
ま
し
た

■
平
戸
市
民
病
院　

　

防
火
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

有限会社 鶴丸設備
快適な生活環境のお手伝い

給排水設備工事 浄化槽設備工事
浄化槽維持管理 浄化槽清掃

営業種目

どんな小さな事でもお気軽にご相談ください。

平戸市大久保町1732番地4
TEL.0950-23-3629 FAX.0950-23-3921

あなたの街の介護相談窓口あなたの街の介護相談窓口あなたの街の介護相談窓口

居宅介護支援事業所居宅介護支援事業所居宅介護支援事業所

介護をご希望の方、ご相
談など、お気軽にお問い
合わせ下さい。

☎（0950）23-8812
平戸市戸石川町 491-6　担当：山本

　

平
戸
市
病
院
事
業
の
経
営
状
況
は
、
収

益
的
収
支
に
お
い
て
、
収
入
総
額
24
億
７,

３
６
２
万
円
に
対
し
、
支
出
総
額
23
億
９,

２
０
５
万
円
と
差
引
８,
１
５
７
万
円
の

純
利
益
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
戸
市
民
病
院
で
は
、
患
者
数
が
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の
６,
７
８
８
万
円
の

純
利
益
を
計
上
し
ま
し
た
。
生
月
病
院
も
、

入
院
患
者
が
増
加
し
た
こ
と
で
昨
年
度
を

上
回
る
１,
３
６
９
万
円
の
純
利
益
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

両
病
院
と
も
、
純
利
益
を
確
保
で
き
ま

し
た
が
、
収
入
の
多
く
を
国
の
制
度
に
よ

る
繰
入
金
に
頼
っ
て
い
る
た
め
、
医
業
収

支
は
、
市
民
病
院
が
△
２
億
３
４
０
万
円
、

生
月
病
院
が
△
９,
１
１
３
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
人
口
の
減
少
に
比
例
し
て
患
者

数
も
減
る
傾
向
に
あ
り
、
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
で
す
。

　

今
後
は
、
昨
年
度
策
定
し
た
「
平
戸
市

立
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る
具
体

的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、

安
定
し
た
経
営
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

一
方
で
、
慢
性
的
な
医
師
不
足
は
解
消

で
き
ず
に
お
り
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療
・
療

養
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

決
算
概
要

区分 土地 建物 構築物 器械備品 車両 リース資産 合計



症　状

病原体

病　名 日本紅斑熱

日本紅斑熱
リケッチア

発熱、発疹など

  

  

  

重症熱性
血小板減少症候群

SFTS ウイルス

発熱、下痢、吐き気など

　畑や草地で農作業などをする
場合は、 長靴や手袋を着用し、
皮膚の露出を極力避け、 防虫
スプレーを使用しましょう。

注意と予防方法

体長3㎜～4㎜で、固い外皮を持つ

のも特徴で、3月～11月の比較的

暖かい時期に活動的になります。

頭部を皮膚に埋没させ、 吸着物質を分泌し、

自身の体と、 皮膚を固定します。 無理に取

り除こうとすると、 マダニの体の一部が皮膚

に残ってしまいます。

ノロウイルスの消毒には、次亜塩素酸ナトリウム消毒
薬が有効です。実はこれ、ご家庭でも簡単に作ること

ができますので、是非お試しください。

◆用意するもの◆

・家庭用塩素系漂白剤（ハイターなど）

・ペットボトル500ml

◆手　順

①用意した漂白剤の「塩素系消毒剤原液の濃度」を

　確認する。

※一般的な家庭用漂白剤原液濃度５％で説明します。

②ペットボトルに、500mlの水を入れ、用途に応じ

　て右表のとおり、キャップを使って漂白剤を希釈

　します。

用途 希釈濃度 希釈倍率
原液の量

（キャップ）

排泄物の
処理

0.1％

0.02％

50倍

250倍
ドアノブや
手すり等

注）この消毒液は、日光にあたると分解し、効果がなくなりま
　　すので、作り置きには向きません。
注）金属に使用すると腐食することがありますので、使用を控
　　えるか、使用後、水拭きをしてください。

2杯
（約10ml）

半分弱
（約２ml）

　
マ
ダ
ニ
は
、
動
物
の
血
液
を
栄
養
源
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
動
物
の
皮
膚

に
吸
着
し
て
、
吸
血
し
ま
す
。

　

吸
血
と
い
っ
て
も
、
蚊
な
ど
と
違
っ
て
、

刺
し
て
行
う
の
で
は
な
く
、
咬
（
か
）
む

こ
と
で
、
皮
膚
を
裂
き
、
体
の
一
部
を
埋

没
さ
せ
て
吸
血
し
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
吸

血
方
法
で
す
の
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

１
週
間
ほ
ど
皮
膚
に
居
座
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
、
痛
み
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
気
が
付

か
ず
に
、
長
期
間
、
マ
ダ
ニ
に
吸
血
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

吸
血
し
た
マ
ダ
ニ
は
、
吸
っ
た
血
液
で

膨
ら
み
、
体
長
が
３
倍
か
ら
４
倍
に
な
り

ま
す
。

　

十
分
吸
血
す
る
と
、
産
卵
の
準
備
の
た

め
、
マ
ダ
ニ
自
ら
皮
膚
を
離
れ
ま
す
。

　

無
理
に
マ
ダ
ニ
を
取
り
除
こ
う
と
す
る

と
、
マ
ダ
ニ
の
体
の
一
部
が
皮
膚
に
残
り
、

感
染
症
の
リ
ス
ク
が
増
し
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
病
院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
か
ね
て
よ
り
、
そ
の
危
険
性
が
問
題
視

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、

全
国
的
に
多
く
の
症
例
が
報
道
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
関
係
機
関
も
注
意
喚
起
を
行

っ
て
い
る
マ
ダ
ニ
で
す
が
、
市
民
病
院
と
生

月
病
院
に
も
、
４
月
か
ら
８
月
ま
で
で
、

約
20
人
の
患
者
さ
ん
が
、
ダ
ニ
類
に
咬
ま

れ
た
こ
と
で
受
診
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

に
は
、
マ
ダ
ニ
が
原
因
と
思
わ
れ
る
感
染

症
を
引
き
起
こ
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
小

さ
な
ダ
ニ
と
は
い
え
、
楽
観
視
で
き
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
重
症
化
す
る
こ
と
で
、
命
の
危

険
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
身
近
に
迫
る
マ
ダ

ニ
の
危
険
性
を
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
マ
ダ
ニ
は
、
背
中
の
模
様
が
特
徴
的
で
、

草
む
ら
や
藪
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
同
じ

「
ダ
ニ
」
と
い
っ
て
も
、
食
品
や
布
団
な
ど

に
い
る〝
イ
エ
ダ
ニ
〞と
は
種
類
が
違
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
野
外
活
動
中
に
咬
ま
れ
る
ケ

ー
ス
が
多
い
こ
と
に
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
こ
と
で
起
こ
る
病

気
は
、
病
原
体
に
よ
る
感
染
症
で
す
。

　

代
表
的
な
も
の
は
、
上
記
の
２
つ
で
す
。

　

ま
ず
、
日
本
紅
斑
熱
は
、
発
熱
・
発

疹
が
起
き
、
咬
み
傷
に
炎
症
が
起
き
ま

す
。

　

次
に
、
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候

群
は
、
発
熱
や
吐
き
気
、
下
痢
な
ど
が

あ
り
、
意
識
障
害
を
起
こ
す
場
合
が
あ

り
ま
す
。
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
が

な
い
こ
と
か
ら
、
対
処
療
法
で
重
症
化

を
食
い
止
め
る
こ
と
で
治
療
を
行
い
ま
す
。

重
症
化
す
る
と
、
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
注
意
が
必
要

で
す
。

　

ど
ち
ら
も
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
か
ら

１
週
間
程
度
で
症
状
が
現
れ
ま
す
の
で
、

心
当
た
り
の
あ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
病

院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
月
病
院
の
病
棟
看
護
班
で
は
、

入
院
患
者
さ
ん
の
感
染
症
対
策
が
最

も
大
切
な
業
務
の
一
つ
と
考
え
て
い

ま
す
。
季
節
的
に
流
行
が
心
配
さ
れ

る
ウ
イ
ル
ス
性
の
感
染
症
に
は
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。
今
回
は
、
毎
年
、

冬
に
猛
威
を
振
る
う
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
」
を
取
り
上
げ
、
注
意
点
や
ご
家

庭
で
で
き
る
簡
単
な
予
防
対
策
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
毎
年
11
月
〜

１
月
に
流
行
す
る
、
感
染
性
胃
腸
炎

の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　

潜
伏
期
間
は
、
１
日
か
ら
２
日
で

比
較
的
早
く
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　

主
に
ヒ
ト
の
手
指
や
食
品
な
ど
を

介
し
て
感
染
し
、
嘔
吐
・
下
痢
・
腹

痛
な
ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

感
染
力
が
強
く
、
症
状
が
出
や
す
い

ウ
イ
ル
ス
で
す
。
特
に
、
今
年
流
行

が
予
想
さ
れ
て
い
る
新
型
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
は
、
過
去
に
一
度
感
染
し
て
い

て
も
免
疫
が
つ
か
ず
、
何
度
で
も
感

染
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
食

品
（
蠣
、
シ
ジ
ミ
、
あ
さ
り
な
ど
の

二
枚
貝
）
を
食
べ
た
り
、
井
戸
水
な

ど
か
ら
人
に
感
染
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
感
染
し
た
人
の
糞
便
や
、

嘔
吐
物
を
介
し
て
の
二
次
感
染
に
注

意
が
必
要
で
す
。
く
し
ゃ
み
や
咳
に

よ
り
、
空
気
中
に
舞
い
上
が
っ
た
ウ

イ
ル
ス
を
吸
い
込
む
こ
と
で
、
飛
沫

感
染
も
起
こ
り
ま
す
。
感
染
力
が
非

常
に
強
い
た
め
、
職
場
や
学
校
で
流

行
し
や
す
い
感
染
症
で
す
。

　

流
行
が
心
配
さ
れ
る
場
合
は
、
以

下
の
よ
う
な
予
防
策
を
心
掛
け
る
と

い
い
で
し
ょ
う
。

①
手
洗
い
を
徹
底
す
る
。

②
貝
類
は
、
加
熱
調
理
す
る
。

③
調
理
台
や
調
理
器
具
を
消
毒
す
る
。

④
排
泄
物
や
嘔
吐
物
を
正
し
く
処
理

　

す
る
。

　

特
に
、
育
児
や
介
護
で
排
泄
物
や

嘔
吐
物
を
処
理
す
る
場
合
は
、
手
袋

や
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
直
接
手
で
触

れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
排

泄
物
な
ど
が
付
着
し
た
物
は
、
消
毒

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

幼
児
や
お
年
寄
り
な
ど
抵
抗
力
が

弱
い
場
合
は
、
長
引
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
嘔
吐
や
下
痢
の
症
状
が
２

日
か
ら
３
日
続
い
た
後
、
治
癒
し
て

い
き
ま
す
。
重
症
化
し
な
い
よ
う
必

ず
病
院
で
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

下
痢
や
嘔
吐
が
続
く
た
め
、
脱
水

症
状
に
注
意
が
必
要
で
す
。
意
識
障

害
や
け
い
れ
ん
・
血
圧
低
下
等
を
引

き
起
こ
し
、
最
悪
の
場
合
は
命
に
関

わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
食
事
が
摂

り
づ
ら
い
分
、
こ
ま
め
に
水
分
を
摂

り
ま
し
ょ
う
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
っ
て
ど
ん
な
も

の
？

ど
う
や
っ
て
感
染
す
る
？

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防

症
状
が
で
た
ら
・
・
・
？

生月病院スタッフの



平
戸
市
民
病
院　

　
　

医
師　

池
田　

柊
一

こ
と
ば
の
説
明

◆ATL

　

成
人T

細
胞
白
血
病
／
リ
ン
パ
腫

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
、

起
こ
る
血
液
の
ガ
ン
。

通
常
の
白
血
病
や

リ
ン
パ
腫
よ
り
様
々

な
症
状
が
で
る
。

◆H
TLV

-1

　
　

ATL

の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
。

　

潜
伏
期
間
が
30
年
か
ら
50
年
と
さ

れ
、
多
く
の
場
合
、
発
症
し
な
い
。

◆
キ
ャ
リ
ア

　

H
TLV-1

に
感
染
し
て
い
る
が
、

発
症
し
て
い
な
い
人
。
母
子
感
染
が

大
き
な
要
因
の
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
の

分
布
に
は
地
域
性
が
あ
る
と
い
わ
れ

る
。

　

平
戸
市
民
病
院
で
は
、
通
院
に
路
線
バ

ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
市
民
の
方
々
を
対

象
に
、
バ
ス
運
賃
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

　

患
者
さ
ん
は
、
受
付
窓
口
で
「
受
診
証

明
券
」
を
受
け
取
り
、
バ
ス
に
乗
る
際
、

そ
の
券
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
運
賃
の
上

限
が
２
０
０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
付
き
添
い
の
ご
家
族
、
入
院
介

助
の
方
も
、
市
民
病
院
が
発
行
す
る
「
バ

ス
利
用
証
明
書
」
を
窓
口
で
提
示
す
る
と
、

患
者
さ
ん
と
同
じ
「
受
診
証
明
券
」
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
同
様
に
上
限

２
０
０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

こ
の
対
象
バ
ス
路
線
が
、
平
成
29
年
８

月
14
日
よ
り
、
大
幅
に
拡
大
し
、
利
用
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ご
不
明
な
点
は
、

総
合
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
対
象
路
線

　

午
前
７
時
台
か
ら
午
後
４
時
台
に
平
戸

　

市
民
病
院
を
発
着
す
る
路
線

ベ
ッ
ド
数

透
析
時
間

ス
タ
ッ
フ

９
床

　

患
者
監
視
装
置

　
　
　
　
　
　
　

７
台

　

血
液
ろ
過
透
析

　
　
　
　
　
　
　

２
台

看
護
師　
　
　
　

３
名

臨
床
工
学
技
士　

１
名

月
・
水
・
金　

　
　
　
　
　

８
：
30
〜

（
２
ク
ー
ル
時
）

　
　
　
　
　

13
：
30
〜

火
・
木
・
土　

　
　
　
　
　

８
：
30
〜

市民病院
　スタッフの　

私
が
昭
和
48
年
に
医
学
部
を
卒
業
し
て
44

年
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、
一
貫
し
てATLL

と
呼
ば
れ
る
血
液
腫
瘍
に
関
わ
っ
て
き
た
。

昭
和
40
年
代
に
は
、
リ
ン
パ
球
に
Ｔ
細
胞
と

Ｂ
細
胞
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

悪
性
リ
ン
パ
腫
や
白
血
病
の
分
類
に
利
用
さ

れ
始
め
た
。
血
液
内
科
に
進
ん
だ
私
は
、
早

速
こ
の
分
野
に
飛
び
込
ん
だ
。

　

当
時
は
、
現
在
の
よ
う
に
数
秒
で
結
果
が

出
る
よ
う
な
高
度
な
検
査
分
析
機
器
は
な

く
、
暗
室
の
中
で
蛍
光
顕
微
鏡
を
用
い
て
細

胞
一
個
一
個
を
見
な
が
ら
時
間
を
か
け
て
リ
ン

パ
腫
の
分
類
を
し
て
い
た
。
長
崎
の
地
域
性

と
し
て
、Ｔ
細
胞
の
性
質
を
持
つ
リ
ン
パ
腫
が

多
く
、
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
を
「
Ｔ

細
胞
性
白
血
性
悪
性
リ
ン
パ
腫
」
と
し
て
発

表
し
て
い
た
が
、
１
９
７
７
年
パ
リ
の
国
際

血
液
学
会
で
京
都
大
の
高
月
ら
が
「ATL

」

と
し
て
発
表
し
こ
の
呼
称
が
定
着
し
た
。
し

か
し
、
我
々
は
こ
の
疾
病
の
特
徴
か
ら
白
血

病
と
呼
ぶ
こ
と
に
異
を
唱
え
続
け
て
い
た
。

１
９
８
０
年
に
は
米
国
のGallo

が
あ
る
血

液
腫
瘍
の
患
者
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
発
見
し

HTLV-1

と
命
名
し
た
。
同
じ
頃
日
本
で
は
、

ATL

の
分
布
が
ウ
イ
ル
ス
病
の
特
徴
を
持
つ

と
看
破
し
た
熊
本
大
（
後
京
都
大
）
の
日

沼
頼
夫
ら
に
よ
っ
てATL

の
病
因
ウ
イ
ル
ス

が
決
定
さ
れATL

ウ
イ
ル
ス
と
呼
ば
れ
た
。

１
９
８
１
年ATL

ウ
イ
ル
ス
の
全
塩
基
配

列
が
吉
田
（
東
大
）
ら
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、

H
TLV-1

と
同
一の
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
先
陣
争
い
の
末
、
ウ
イ
ル
ス
名

はH
TLV-1

、
疾
患
名
はATL

と
す
る
こ

と
で
国
際
的
に
合
意
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
研

究
に
よ
っ
て
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
ヒ
ト
の
発
が

ん
が
初
め
て
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ノ
ー

ベル
賞
ク
ラ
ス
の
発
見
で
あ
っ
た
がGallo

は

AIDS
の
病
因
ウ
イ
ル
スH
IV

の
発
見
に
ま

つ
わ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で
受
賞
を
逸
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　

全
国
でH
TLV-1

キ
ャ
リ
ア
の
検
索
が
始

ま
っ
た
。
各
地
の
血
液
学
者
が
地
元
の
キ
ャ

リ
ア
の
頻
度
を
調
べ
て
い
っ
た
。
私
た
ち
も

長
崎
の
実
態
を
調
べ
て
回
り
、
特
に
離
島
は

日
本
で
も
有
数
の
頻
度
の
高
い
地
域
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
日
本
に
お
け
るHTLV-1

キ
ャ
リ
ア
の
分
布
はATL

患
者
の
分
布
と
一

致
し
た
。

　

県
内
の
離
島
や
長
崎
市
の
健
診
に
参
加
し
、

多
く
の
キ
ャ
リ
ア
の
方
々
や
患
者
さ
ん
の
家

族
と
接
し
な
が
ら
離
島
の
医
療
を
体
験
し
た

が
、
対
馬
南
端
の
あ
る
町
を
訪
れ
た
時
、
日

本
の
医
療
の
格
差
に
憤
り
を
感
じ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。「
医
療
過
疎
地
で
も
保
険
料
負
担

は
同
じ
で
は
な
い
か
。
こ
ん
な
不
公
平
が
許

さ
れ
る
の
か
」
と
。
い
つ
か
、
こ
う
ゆ
う
所

で
働
き
た
い
と
思
っ
た
。

　

H
TLV-I

の
分
布
が
分
か
る
と
と
も
に
そ

の
由
来
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
我
々

と
共
同
研
究
を
し
て
い
た
細
菌
学
教
室
の
日

野
の
洞
察
が
解
決
の
糸
口
と
な
っ
た
。
長
年

の
離
島
に
お
け
る
疫
学
研
究
の
な
か
で
、
母

子
感
染
がH

TLV-1

と
い
う
ウ
イ
ル
ス
の
生

き
延
び
戦
略
の
要
に
な
っ
て
い
る
と
見
抜
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
仮
説
を
ど
う
証
明
し
て

行
く
か
が
グ
ル
ー
プ
の
課
題
と
な
っ
た
。

　
こ
の
た
め
ま
ず
、
学
童
の
キ
ャ
リ
ア
検
査

を
行
っ
た
。
キ
ャ
リ
ア
率
が
高
か
っ
た
２
つ
の

地
区
の
学
校
に
協
力
を
求
め
た
。
得
ら
れ
た

結
果
は
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
０
人
以
上
の
学
童

の
約
３
％
が
キ
ャ
リ
ア
で
あ
っ
た
。
こ
の
子

供
達
の
母
親
に
血
液
の
提
供
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
。
21
人
の
協
力
が
得
ら
れ
、
そ
の
９
割

が
キ
ャ
リ
ア
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
大
学
病
院
に
お
い
て
もATL

患

者
の
家
族
に
協
力
を
求
め
、
や
は
り
患
者
の

母
親
95
％
（
24
／
25
）
が
キ
ャ
リ
ア
で
あ
る

こ
と
を
見
い
だ
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、

疫
学
的
に
母
か
ら
子
へ
の
感
染
が
確
認
さ
れ

た
。　

　
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、H

TLV-1

は
、
感
染
力
が
極
め
て
弱
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
リ
ン
パ
球
が
直
接
接
触
し

て
も
感
染
は
起
こ
ら
な
い
。
感
染
が
起
こ
る

た
め
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
た
リ
ン
パ
球
が

他
の
リ
ン
パ
球
と
直
接
接
触
し
て
ウ
イ
ル
ス

を
伝
達
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
リ
ン
パ
球
が
直
接
接
触
す
る
こ
と
が
可
能

な
母
か
ら
子
へ
の
感
染
経
路
を
想
像
す
る
と
、

①
遺
伝
子
感
染　

②
子
宮
内
感
染
、③
産
道

感
染　

④
母
乳
感
染
が
考
え
ら
れ
た
。

　
そ
こ
で
こ
の
可
能
性
の
一つ
一つ
を
確
認
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
２
回
へ
続
く
）

① 

成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
・
リ
ン
パ
腫

　
（A

TLL

）
と
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白
血
病

　

ウ
イ
ル
ス
１
型
（H

TLV
-I

）

②H
TLV

-1

の
感
染
経
路
の
解
明

　

毎
回
、
市
民
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
が
日
頃

取
り
扱
う
業
務
の
中
で
、
患
者
さ
ん
や
市

民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
情
報
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
療
養
病
棟
看
護
班
よ
り
、
人

工
腎
臓
透
析
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

身
体
の
中
を
巡
る
血
液
は
、
老
廃
物
な

ど
が
溜
ま
り
ま
す
。
そ
の
血
液
を
き
れ
い

に
浄
化
さ
せ
る
働
き
を
し
て
い
る
の
が
腎

臓
で
す
。

　

腎
臓
が
機
能
不
全
を
起
こ
す
と
、
浄
化

作
用
が
働
か
な
く
な
り
、
全
身
に
支
障
を

き
た
し
ま
す
。
ま
た
腎
不
全
は
、
治
療
に

よ
り
回
復
す
る
こ
と
が
な
い
場
合
が
多
く
、

人
工
腎
臓
透
析
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

透
析
は
、
体
の
外
で
血
液
を
浄
化

し
て
、
再
び
体
に
戻
し
ま
す
。
血
液

ポ
ン
プ
に
よ
っ
て
透
析
液
供
給
装
置

か
ら
透
析
液
を
受
け
取
り
、
透
析
器

で
ろ
過
さ
れ
ま
す
。
す
る
と
、
廃
液

と
き
れ
い
な
血
液
に
分
か
れ
、
血
液

が
再
び
体
に
戻
さ
れ
ま
す
。

　

透
析
は
、
老
廃
物
を
取
り
除
く
だ

け
で
な
く
、
水
分
や
電
解
質
の
バ
ラ

ン
ス
を
調
整
す
る
こ
と
も
大
切
な
役

目
と
な
る
の
で
、
週
に
３
回
実
施
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
病
院
は
、
左
記
の
体
制
で
透

析
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　　

ま
た
、
透
析
が
必
要
に
な
る
主
な

原
因
の
一つ
が
糖
尿
病
で
す
。

　

糖
尿
病
が
重
症
化
し
、
透
析
に
移

行
し
な
い
よ
う
、
外
来
看
護
班
で
は
、

糖
尿
病
の
疑
い
の
あ
る
患
者
さ
ん
の

病
状
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
や
服
薬
・
検
査

の
指
導
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

　

透
析
は
、
日
常
生
活
を
制
限
す
る

も
の
で
す
が
、
安
心
し
て
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
も
大
切
で
す
。
市

民
病
院
で
は
、
帰
省
時
の
臨
時
透
析

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　
　

■
人
工
腎
臓
透
析
の
仕
組
み

■
市
民
病
院
の
透
析

血液ポンプ

動脈側
（脱血）

静脈側
（返血）

透析液

廃液

浄化血液

血液 抗凝固薬
透
析
器

透
析
液

供
給
装
置



　
へ
き
地
病
院
再
生
支
援
・
教
育
機
構
は
、

全
国
か
ら
医
学
生
を
集
め
、
様
々
な
研
修

メ
ニ
ュ
ー
を
通
し
て
地
域
医
療
の
実
情
と

魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
８
月
25
日
か
ら
３
日
間
、
医
学

生
と
関
係
者
合
せ
て
１
０
５
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

慢
性
的
な
医
師
不
足
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
地
域
医
療
で
す
が
、
こ
の
平
戸
市
に

は
医
師
が
働
く
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
多

く
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
実
感
さ
せ

ら
れ
た
３
日
間
で
し
た
。

　

地
域
医
療
講
演
会
で
は
、
兵
庫
県
の

ふ
く
や
ま
病
院
が
目
指
す
「
地
域
に
と

け
こ
む
病
院
」
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

講
演
を
受
け
ま
し
た
。
ふ
く
や
ま
病
院

で
は
、
施
設
整
備
の
面
で
、
ス
タ
ッ
フ

や
患
者
さ
ん
、
地
域
の
人
の
距
離
感
が

縮
ま
る
よ
う
な
工
夫
を
さ
れ
て
お
り
、

地
域
と
病
院
を
結
び
つ
け
る
努
力
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
医
療
で
大
事
な
こ
と
」
を
テ

ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
自
由
な

討
論
を
行
い
ま
し
た
。「
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
医
療
の
確
立
が
必
要
」
と

か
「
限
ら
れ
た
医
療
資
源
で〝
診
る
力
〞

が
必
要
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

地
域
実
習
の
う
ち
、
平
戸
市
民
病

院
で
は
、
自
宅
療
養
を
さ
れ
て
い
る
患

者
さ
ん
の
お
宅
で
「
訪
問
診
療
」
を
行

い
ま
し
た
。
病
院
に
来
る
患
者
さ
ん
を

診
る
だ
け
で
な
く
、
家
庭
環
境
や
家
族

の
状
況
な
ど
生
活
全
般
を〝
診
る
力
〞が

必
要
な
実
習
で
す
。
地
域
医
療
で
は
、

交
通
弱
者
へ
の
配
慮
と
、
そ
の
ニ
ー
ズ

の
高
ま
り
か
ら
、
訪
問
診
療
の
必
要
性

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ら

　

参
加
者
と
市
民
病
院

職
員
で
夕
食
交
流
を
行
い
、

地
域
医
療
に
つ
い
て
熱
く

語
り
合
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
医
学
生
は
、

地
域
の
医
療
を
守
る
使

命
感
や
、
魅
力
を
感
じ

取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
毎

年
、
多
く
の
学
生
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
が
、
い
つ

か
平
戸
市
民
病
院
や
生

月
病
院
の
医
師
と
し
て
勤

務
を
し
て
も
ら
い
た
い
と

熱
意
を
伝
え
ま
し
た
。

地域実習

講　演

ワールドカフェ

（グループ討論）

医仁会　ふくやま病院（兵庫県）　医仁会　ふくやま病院（兵庫県）　
理事長　譜久山　剛 先生理事長　譜久山　剛 先生
医仁会　ふくやま病院（兵庫県）　
理事長　譜久山　剛 先生

　

将
来
、
看
護
師
を
目
指
す
高
校
生
が
地
元

の
医
療
機
関
で
実
際
の
看
護
業
務
を
体
験
す

る
こ
と
で
、
進
路
学
習
を
行
う
「
ふ
れ
あ
い

看
護
体
験
」
が
実
施
さ
れ
、
平
戸
市
民
病
院

で
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
長
崎
県
看
護
協
会
を
通
じ
て

参
加
し
た
市
内
の
高
校
生
８
名
が
、
当
院
看

護
師
の
指
導
の
も
と
、
実
際
に
患
者
さ
ん
と

接
し
な
が
ら
、
看
護
師
業
務
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

慣
れ
な
い
仕
事
と
、
患
者
さ
ん
と
関
わ
る

こ
と
に
、
少
し
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
将

来
の
夢
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
学
ぼ
う
と
す
る

姿
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

病
棟
で
は
、
入
院
患
者
さ
ん
と
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
、
足
浴
や
洗
髪
を
行

な
い
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
作
業
に
緊

張
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
患

者
さ
ん
と
楽
し
く
お
話
を
す
る
こ
と

で
、
安
心
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

だ
と
学
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

外
来
で
は
、
救
急
室
や
手
術
室
な

ど
で
、
医
療
機
器
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
や
健
診
班
の
よ
う
に
、
事
務
処

理
で
も
多
く
の
仕
事
が
あ
り
、
看
護

師
は
、
幅
広
い
業
務
が
あ
る
こ
と
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。



　
へ
き
地
病
院
再
生
支
援
・
教
育
機
構
は
、

全
国
か
ら
医
学
生
を
集
め
、
様
々
な
研
修

メ
ニ
ュ
ー
を
通
し
て
地
域
医
療
の
実
情
と

魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
８
月
25
日
か
ら
３
日
間
、
医
学

生
と
関
係
者
合
せ
て
１
０
５
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

慢
性
的
な
医
師
不
足
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
地
域
医
療
で
す
が
、
こ
の
平
戸
市
に

は
医
師
が
働
く
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
多

く
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
実
感
さ
せ

ら
れ
た
３
日
間
で
し
た
。

　

地
域
医
療
講
演
会
で
は
、
兵
庫
県
の

ふ
く
や
ま
病
院
が
目
指
す
「
地
域
に
と

け
こ
む
病
院
」
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

講
演
を
受
け
ま
し
た
。
ふ
く
や
ま
病
院

で
は
、
施
設
整
備
の
面
で
、
ス
タ
ッ
フ

や
患
者
さ
ん
、
地
域
の
人
の
距
離
感
が

縮
ま
る
よ
う
な
工
夫
を
さ
れ
て
お
り
、

地
域
と
病
院
を
結
び
つ
け
る
努
力
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
医
療
で
大
事
な
こ
と
」
を
テ

ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
自
由
な

討
論
を
行
い
ま
し
た
。「
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
医
療
の
確
立
が
必
要
」
と

か
「
限
ら
れ
た
医
療
資
源
で〝
診
る
力
〞

が
必
要
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

地
域
実
習
の
う
ち
、
平
戸
市
民
病

院
で
は
、
自
宅
療
養
を
さ
れ
て
い
る
患

者
さ
ん
の
お
宅
で
「
訪
問
診
療
」
を
行

い
ま
し
た
。
病
院
に
来
る
患
者
さ
ん
を

診
る
だ
け
で
な
く
、
家
庭
環
境
や
家
族

の
状
況
な
ど
生
活
全
般
を〝
診
る
力
〞が

必
要
な
実
習
で
す
。
地
域
医
療
で
は
、

交
通
弱
者
へ
の
配
慮
と
、
そ
の
ニ
ー
ズ

の
高
ま
り
か
ら
、
訪
問
診
療
の
必
要
性

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ら

　

参
加
者
と
市
民
病
院

職
員
で
夕
食
交
流
を
行
い
、

地
域
医
療
に
つ
い
て
熱
く

語
り
合
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
医
学
生
は
、

地
域
の
医
療
を
守
る
使

命
感
や
、
魅
力
を
感
じ

取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
毎

年
、
多
く
の
学
生
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
が
、
い
つ

か
平
戸
市
民
病
院
や
生

月
病
院
の
医
師
と
し
て
勤

務
を
し
て
も
ら
い
た
い
と

熱
意
を
伝
え
ま
し
た
。

地域実習

講　演

ワールドカフェ

（グループ討論）

医仁会　ふくやま病院（兵庫県）　医仁会　ふくやま病院（兵庫県）　
理事長　譜久山　剛 先生理事長　譜久山　剛 先生
医仁会　ふくやま病院（兵庫県）　
理事長　譜久山　剛 先生

　

将
来
、
看
護
師
を
目
指
す
高
校
生
が
地
元

の
医
療
機
関
で
実
際
の
看
護
業
務
を
体
験
す

る
こ
と
で
、
進
路
学
習
を
行
う
「
ふ
れ
あ
い

看
護
体
験
」
が
実
施
さ
れ
、
平
戸
市
民
病
院

で
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
長
崎
県
看
護
協
会
を
通
じ
て

参
加
し
た
市
内
の
高
校
生
８
名
が
、
当
院
看

護
師
の
指
導
の
も
と
、
実
際
に
患
者
さ
ん
と

接
し
な
が
ら
、
看
護
師
業
務
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

慣
れ
な
い
仕
事
と
、
患
者
さ
ん
と
関
わ
る

こ
と
に
、
少
し
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
将

来
の
夢
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
学
ぼ
う
と
す
る

姿
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

病
棟
で
は
、
入
院
患
者
さ
ん
と
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
、
足
浴
や
洗
髪
を
行

な
い
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
作
業
に
緊

張
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
患

者
さ
ん
と
楽
し
く
お
話
を
す
る
こ
と

で
、
安
心
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

だ
と
学
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

外
来
で
は
、
救
急
室
や
手
術
室
な

ど
で
、
医
療
機
器
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
や
健
診
班
の
よ
う
に
、
事
務
処

理
で
も
多
く
の
仕
事
が
あ
り
、
看
護

師
は
、
幅
広
い
業
務
が
あ
る
こ
と
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。



平
戸
市
民
病
院　

　
　

医
師　

池
田　

柊
一

こ
と
ば
の
説
明

◆ATL

　

成
人T

細
胞
白
血
病
／
リ
ン
パ
腫

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
、

起
こ
る
血
液
の
ガ
ン
。

通
常
の
白
血
病
や

リ
ン
パ
腫
よ
り
様
々

な
症
状
が
で
る
。

◆H
TLV

-1

　
　

ATL

の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
。

　

潜
伏
期
間
が
30
年
か
ら
50
年
と
さ

れ
、
多
く
の
場
合
、
発
症
し
な
い
。

◆
キ
ャ
リ
ア

　

H
TLV-1

に
感
染
し
て
い
る
が
、

発
症
し
て
い
な
い
人
。
母
子
感
染
が

大
き
な
要
因
の
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
の

分
布
に
は
地
域
性
が
あ
る
と
い
わ
れ

る
。

　

平
戸
市
民
病
院
で
は
、
通
院
に
路
線
バ

ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
市
民
の
方
々
を
対

象
に
、
バ
ス
運
賃
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

　

患
者
さ
ん
は
、
受
付
窓
口
で
「
受
診
証

明
券
」
を
受
け
取
り
、
バ
ス
に
乗
る
際
、

そ
の
券
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
運
賃
の
上

限
が
２
０
０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
付
き
添
い
の
ご
家
族
、
入
院
介

助
の
方
も
、
市
民
病
院
が
発
行
す
る
「
バ

ス
利
用
証
明
書
」
を
窓
口
で
提
示
す
る
と
、

患
者
さ
ん
と
同
じ
「
受
診
証
明
券
」
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
同
様
に
上
限

２
０
０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

こ
の
対
象
バ
ス
路
線
が
、
平
成
29
年
８

月
14
日
よ
り
、
大
幅
に
拡
大
し
、
利
用
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ご
不
明
な
点
は
、

総
合
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
対
象
路
線

　

午
前
７
時
台
か
ら
午
後
４
時
台
に
平
戸

　

市
民
病
院
を
発
着
す
る
路
線

ベ
ッ
ド
数

透
析
時
間

ス
タ
ッ
フ

９
床

　

患
者
監
視
装
置

　
　
　
　
　
　
　

７
台

　

血
液
ろ
過
透
析

　
　
　
　
　
　
　

２
台

看
護
師　
　
　
　

３
名

臨
床
工
学
技
士　

１
名

月
・
水
・
金　

　
　
　
　
　

８
：
30
〜

（
２
ク
ー
ル
時
）

　
　
　
　
　

13
：
30
〜

火
・
木
・
土　

　
　
　
　
　

８
：
30
〜

市民病院
　スタッフの　

私
が
昭
和
48
年
に
医
学
部
を
卒
業
し
て
44

年
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、
一
貫
し
てATLL

と
呼
ば
れ
る
血
液
腫
瘍
に
関
わ
っ
て
き
た
。

昭
和
40
年
代
に
は
、
リ
ン
パ
球
に
Ｔ
細
胞
と

Ｂ
細
胞
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

悪
性
リ
ン
パ
腫
や
白
血
病
の
分
類
に
利
用
さ

れ
始
め
た
。
血
液
内
科
に
進
ん
だ
私
は
、
早

速
こ
の
分
野
に
飛
び
込
ん
だ
。

　

当
時
は
、
現
在
の
よ
う
に
数
秒
で
結
果
が

出
る
よ
う
な
高
度
な
検
査
分
析
機
器
は
な

く
、
暗
室
の
中
で
蛍
光
顕
微
鏡
を
用
い
て
細

胞
一
個
一
個
を
見
な
が
ら
時
間
を
か
け
て
リ
ン

パ
腫
の
分
類
を
し
て
い
た
。
長
崎
の
地
域
性

と
し
て
、Ｔ
細
胞
の
性
質
を
持
つ
リ
ン
パ
腫
が

多
く
、
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
を
「
Ｔ

細
胞
性
白
血
性
悪
性
リ
ン
パ
腫
」
と
し
て
発

表
し
て
い
た
が
、
１
９
７
７
年
パ
リ
の
国
際

血
液
学
会
で
京
都
大
の
高
月
ら
が
「ATL

」

と
し
て
発
表
し
こ
の
呼
称
が
定
着
し
た
。
し

か
し
、
我
々
は
こ
の
疾
病
の
特
徴
か
ら
白
血

病
と
呼
ぶ
こ
と
に
異
を
唱
え
続
け
て
い
た
。

１
９
８
０
年
に
は
米
国
のGallo

が
あ
る
血

液
腫
瘍
の
患
者
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
発
見
し

HTLV-1

と
命
名
し
た
。
同
じ
頃
日
本
で
は
、

ATL

の
分
布
が
ウ
イ
ル
ス
病
の
特
徴
を
持
つ

と
看
破
し
た
熊
本
大
（
後
京
都
大
）
の
日

沼
頼
夫
ら
に
よ
っ
てATL

の
病
因
ウ
イ
ル
ス

が
決
定
さ
れATL

ウ
イ
ル
ス
と
呼
ば
れ
た
。

１
９
８
１
年ATL

ウ
イ
ル
ス
の
全
塩
基
配

列
が
吉
田
（
東
大
）
ら
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、

H
TLV-1

と
同
一の
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
先
陣
争
い
の
末
、
ウ
イ
ル
ス
名

はH
TLV-1

、
疾
患
名
はATL

と
す
る
こ

と
で
国
際
的
に
合
意
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
研

究
に
よ
っ
て
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
ヒ
ト
の
発
が

ん
が
初
め
て
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ノ
ー

ベル
賞
ク
ラ
ス
の
発
見
で
あ
っ
た
がGallo

は

AIDS

の
病
因
ウ
イ
ル
スH

IV

の
発
見
に
ま

つ
わ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で
受
賞
を
逸
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　

全
国
でH

TLV-1

キ
ャ
リ
ア
の
検
索
が
始

ま
っ
た
。
各
地
の
血
液
学
者
が
地
元
の
キ
ャ

リ
ア
の
頻
度
を
調
べ
て
い
っ
た
。
私
た
ち
も

長
崎
の
実
態
を
調
べ
て
回
り
、
特
に
離
島
は

日
本
で
も
有
数
の
頻
度
の
高
い
地
域
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
日
本
に
お
け
るHTLV-1

キ
ャ
リ
ア
の
分
布
はATL

患
者
の
分
布
と
一

致
し
た
。

　

県
内
の
離
島
や
長
崎
市
の
健
診
に
参
加
し
、

多
く
の
キ
ャ
リ
ア
の
方
々
や
患
者
さ
ん
の
家

族
と
接
し
な
が
ら
離
島
の
医
療
を
体
験
し
た

が
、
対
馬
南
端
の
あ
る
町
を
訪
れ
た
時
、
日

本
の
医
療
の
格
差
に
憤
り
を
感
じ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。「
医
療
過
疎
地
で
も
保
険
料
負
担

は
同
じ
で
は
な
い
か
。
こ
ん
な
不
公
平
が
許

さ
れ
る
の
か
」
と
。
い
つ
か
、
こ
う
ゆ
う
所

で
働
き
た
い
と
思
っ
た
。

　

H
TLV-I

の
分
布
が
分
か
る
と
と
も
に
そ

の
由
来
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
我
々

と
共
同
研
究
を
し
て
い
た
細
菌
学
教
室
の
日

野
の
洞
察
が
解
決
の
糸
口
と
な
っ
た
。
長
年

の
離
島
に
お
け
る
疫
学
研
究
の
な
か
で
、
母

子
感
染
がH

TLV-1

と
い
う
ウ
イ
ル
ス
の
生

き
延
び
戦
略
の
要
に
な
っ
て
い
る
と
見
抜
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
仮
説
を
ど
う
証
明
し
て

行
く
か
が
グ
ル
ー
プ
の
課
題
と
な
っ
た
。

　
こ
の
た
め
ま
ず
、
学
童
の
キ
ャ
リ
ア
検
査

を
行
っ
た
。
キ
ャ
リ
ア
率
が
高
か
っ
た
２
つ
の

地
区
の
学
校
に
協
力
を
求
め
た
。
得
ら
れ
た

結
果
は
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
０
人
以
上
の
学
童

の
約
３
％
が
キ
ャ
リ
ア
で
あ
っ
た
。
こ
の
子

供
達
の
母
親
に
血
液
の
提
供
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
。
21
人
の
協
力
が
得
ら
れ
、
そ
の
９
割

が
キ
ャ
リ
ア
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
大
学
病
院
に
お
い
て
もATL

患

者
の
家
族
に
協
力
を
求
め
、
や
は
り
患
者
の

母
親
95
％
（
24
／
25
）
が
キ
ャ
リ
ア
で
あ
る

こ
と
を
見
い
だ
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、

疫
学
的
に
母
か
ら
子
へ
の
感
染
が
確
認
さ
れ

た
。　

　
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、H

TLV-1

は
、
感
染
力
が
極
め
て
弱
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
リ
ン
パ
球
が
直
接
接
触
し

て
も
感
染
は
起
こ
ら
な
い
。
感
染
が
起
こ
る

た
め
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
た
リ
ン
パ
球
が

他
の
リ
ン
パ
球
と
直
接
接
触
し
て
ウ
イ
ル
ス

を
伝
達
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
リ
ン
パ
球
が
直
接
接
触
す
る
こ
と
が
可
能

な
母
か
ら
子
へ
の
感
染
経
路
を
想
像
す
る
と
、

①
遺
伝
子
感
染　

②
子
宮
内
感
染
、③
産
道

感
染　

④
母
乳
感
染
が
考
え
ら
れ
た
。

　
そ
こ
で
こ
の
可
能
性
の
一つ
一つ
を
確
認
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
２
回
へ
続
く
）

① 

成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
・
リ
ン
パ
腫

　
（A

TLL

）
と
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白
血
病

　

ウ
イ
ル
ス
１
型
（H

TLV
-I

）

②H
TLV

-1

の
感
染
経
路
の
解
明

　

毎
回
、
市
民
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
が
日
頃

取
り
扱
う
業
務
の
中
で
、
患
者
さ
ん
や
市

民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
情
報
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
療
養
病
棟
看
護
班
よ
り
、
人

工
腎
臓
透
析
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

身
体
の
中
を
巡
る
血
液
は
、
老
廃
物
な

ど
が
溜
ま
り
ま
す
。
そ
の
血
液
を
き
れ
い

に
浄
化
さ
せ
る
働
き
を
し
て
い
る
の
が
腎

臓
で
す
。

　

腎
臓
が
機
能
不
全
を
起
こ
す
と
、
浄
化

作
用
が
働
か
な
く
な
り
、
全
身
に
支
障
を

き
た
し
ま
す
。
ま
た
腎
不
全
は
、
治
療
に

よ
り
回
復
す
る
こ
と
が
な
い
場
合
が
多
く
、

人
工
腎
臓
透
析
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

透
析
は
、
体
の
外
で
血
液
を
浄
化

し
て
、
再
び
体
に
戻
し
ま
す
。
血
液

ポ
ン
プ
に
よ
っ
て
透
析
液
供
給
装
置

か
ら
透
析
液
を
受
け
取
り
、
透
析
器

で
ろ
過
さ
れ
ま
す
。
す
る
と
、
廃
液

と
き
れ
い
な
血
液
に
分
か
れ
、
血
液

が
再
び
体
に
戻
さ
れ
ま
す
。

　

透
析
は
、
老
廃
物
を
取
り
除
く
だ

け
で
な
く
、
水
分
や
電
解
質
の
バ
ラ

ン
ス
を
調
整
す
る
こ
と
も
大
切
な
役

目
と
な
る
の
で
、
週
に
３
回
実
施
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
病
院
は
、
左
記
の
体
制
で
透

析
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　　

ま
た
、
透
析
が
必
要
に
な
る
主
な

原
因
の
一つ
が
糖
尿
病
で
す
。

　

糖
尿
病
が
重
症
化
し
、
透
析
に
移

行
し
な
い
よ
う
、
外
来
看
護
班
で
は
、

糖
尿
病
の
疑
い
の
あ
る
患
者
さ
ん
の

病
状
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
や
服
薬
・
検
査

の
指
導
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

　

透
析
は
、
日
常
生
活
を
制
限
す
る

も
の
で
す
が
、
安
心
し
て
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
も
大
切
で
す
。
市

民
病
院
で
は
、
帰
省
時
の
臨
時
透
析

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　
　

■
人
工
腎
臓
透
析
の
仕
組
み

■
市
民
病
院
の
透
析

血液ポンプ

動脈側
（脱血）

静脈側
（返血）

透析液

廃液

浄化血液

血液 抗凝固薬
透
析
器

透
析
液

供
給
装
置



症　状

病原体

病　名 日本紅斑熱

日本紅斑熱
リケッチア

発熱、発疹など

  

  

  

重症熱性
血小板減少症候群

SFTS ウイルス

発熱、下痢、吐き気など

　畑や草地で農作業などをする
場合は、 長靴や手袋を着用し、
皮膚の露出を極力避け、 防虫
スプレーを使用しましょう。

注意と予防方法

体長3㎜～4㎜で、固い外皮を持つ

のも特徴で、3月～11月の比較的

暖かい時期に活動的になります。

頭部を皮膚に埋没させ、 吸着物質を分泌し、

自身の体と、 皮膚を固定します。 無理に取

り除こうとすると、 マダニの体の一部が皮膚

に残ってしまいます。

ノロウイルスの消毒には、次亜塩素酸ナトリウム消毒
薬が有効です。実はこれ、ご家庭でも簡単に作ること

ができますので、是非お試しください。

◆用意するもの◆

・家庭用塩素系漂白剤（ハイターなど）

・ペットボトル500ml

◆手　順

①用意した漂白剤の「塩素系消毒剤原液の濃度」を

　確認する。

※一般的な家庭用漂白剤原液濃度５％で説明します。

②ペットボトルに、500mlの水を入れ、用途に応じ

　て右表のとおり、キャップを使って漂白剤を希釈

　します。

用途 希釈濃度 希釈倍率
原液の量

（キャップ）

排泄物の
処理

0.1％

0.02％

50倍

250倍
ドアノブや
手すり等

注）この消毒液は、日光にあたると分解し、効果がなくなりま
　　すので、作り置きには向きません。
注）金属に使用すると腐食することがありますので、使用を控
　　えるか、使用後、水拭きをしてください。

2杯
（約10ml）

半分弱
（約２ml）

　
マ
ダ
ニ
は
、
動
物
の
血
液
を
栄
養
源
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
動
物
の
皮
膚

に
吸
着
し
て
、
吸
血
し
ま
す
。

　

吸
血
と
い
っ
て
も
、
蚊
な
ど
と
違
っ
て
、

刺
し
て
行
う
の
で
は
な
く
、
咬
（
か
）
む

こ
と
で
、
皮
膚
を
裂
き
、
体
の
一
部
を
埋

没
さ
せ
て
吸
血
し
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
吸

血
方
法
で
す
の
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

１
週
間
ほ
ど
皮
膚
に
居
座
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
、
痛
み
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
気
が
付

か
ず
に
、
長
期
間
、
マ
ダ
ニ
に
吸
血
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

吸
血
し
た
マ
ダ
ニ
は
、
吸
っ
た
血
液
で

膨
ら
み
、
体
長
が
３
倍
か
ら
４
倍
に
な
り

ま
す
。

　

十
分
吸
血
す
る
と
、
産
卵
の
準
備
の
た

め
、
マ
ダ
ニ
自
ら
皮
膚
を
離
れ
ま
す
。

　

無
理
に
マ
ダ
ニ
を
取
り
除
こ
う
と
す
る

と
、
マ
ダ
ニ
の
体
の
一
部
が
皮
膚
に
残
り
、

感
染
症
の
リ
ス
ク
が
増
し
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
病
院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
か
ね
て
よ
り
、
そ
の
危
険
性
が
問
題
視

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、

全
国
的
に
多
く
の
症
例
が
報
道
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
関
係
機
関
も
注
意
喚
起
を
行

っ
て
い
る
マ
ダ
ニ
で
す
が
、
市
民
病
院
と
生

月
病
院
に
も
、
４
月
か
ら
８
月
ま
で
で
、

約
20
人
の
患
者
さ
ん
が
、
ダ
ニ
類
に
咬
ま

れ
た
こ
と
で
受
診
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

に
は
、
マ
ダ
ニ
が
原
因
と
思
わ
れ
る
感
染

症
を
引
き
起
こ
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
小

さ
な
ダ
ニ
と
は
い
え
、
楽
観
視
で
き
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
重
症
化
す
る
こ
と
で
、
命
の
危

険
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
身
近
に
迫
る
マ
ダ

ニ
の
危
険
性
を
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
マ
ダ
ニ
は
、
背
中
の
模
様
が
特
徴
的
で
、

草
む
ら
や
藪
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
同
じ

「
ダ
ニ
」
と
い
っ
て
も
、
食
品
や
布
団
な
ど

に
い
る〝
イ
エ
ダ
ニ
〞と
は
種
類
が
違
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
野
外
活
動
中
に
咬
ま
れ
る
ケ

ー
ス
が
多
い
こ
と
に
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
こ
と
で
起
こ
る
病

気
は
、
病
原
体
に
よ
る
感
染
症
で
す
。

　

代
表
的
な
も
の
は
、
上
記
の
２
つ
で
す
。

　

ま
ず
、
日
本
紅
斑
熱
は
、
発
熱
・
発

疹
が
起
き
、
咬
み
傷
に
炎
症
が
起
き
ま

す
。

　

次
に
、
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候

群
は
、
発
熱
や
吐
き
気
、
下
痢
な
ど
が

あ
り
、
意
識
障
害
を
起
こ
す
場
合
が
あ

り
ま
す
。
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
が

な
い
こ
と
か
ら
、
対
処
療
法
で
重
症
化

を
食
い
止
め
る
こ
と
で
治
療
を
行
い
ま
す
。

重
症
化
す
る
と
、
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
注
意
が
必
要

で
す
。

　

ど
ち
ら
も
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
か
ら

１
週
間
程
度
で
症
状
が
現
れ
ま
す
の
で
、

心
当
た
り
の
あ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
病

院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
月
病
院
の
病
棟
看
護
班
で
は
、

入
院
患
者
さ
ん
の
感
染
症
対
策
が
最

も
大
切
な
業
務
の
一
つ
と
考
え
て
い

ま
す
。
季
節
的
に
流
行
が
心
配
さ
れ

る
ウ
イ
ル
ス
性
の
感
染
症
に
は
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。
今
回
は
、
毎
年
、

冬
に
猛
威
を
振
る
う
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
」
を
取
り
上
げ
、
注
意
点
や
ご
家

庭
で
で
き
る
簡
単
な
予
防
対
策
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
毎
年
11
月
〜

１
月
に
流
行
す
る
、
感
染
性
胃
腸
炎

の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　

潜
伏
期
間
は
、
１
日
か
ら
２
日
で

比
較
的
早
く
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　

主
に
ヒ
ト
の
手
指
や
食
品
な
ど
を

介
し
て
感
染
し
、
嘔
吐
・
下
痢
・
腹

痛
な
ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

感
染
力
が
強
く
、
症
状
が
出
や
す
い

ウ
イ
ル
ス
で
す
。
特
に
、
今
年
流
行

が
予
想
さ
れ
て
い
る
新
型
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
は
、
過
去
に
一
度
感
染
し
て
い

て
も
免
疫
が
つ
か
ず
、
何
度
で
も
感

染
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
食

品
（
蠣
、
シ
ジ
ミ
、
あ
さ
り
な
ど
の

二
枚
貝
）
を
食
べ
た
り
、
井
戸
水
な

ど
か
ら
人
に
感
染
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
感
染
し
た
人
の
糞
便
や
、

嘔
吐
物
を
介
し
て
の
二
次
感
染
に
注

意
が
必
要
で
す
。
く
し
ゃ
み
や
咳
に

よ
り
、
空
気
中
に
舞
い
上
が
っ
た
ウ

イ
ル
ス
を
吸
い
込
む
こ
と
で
、
飛
沫

感
染
も
起
こ
り
ま
す
。
感
染
力
が
非

常
に
強
い
た
め
、
職
場
や
学
校
で
流

行
し
や
す
い
感
染
症
で
す
。

　

流
行
が
心
配
さ
れ
る
場
合
は
、
以

下
の
よ
う
な
予
防
策
を
心
掛
け
る
と

い
い
で
し
ょ
う
。

①
手
洗
い
を
徹
底
す
る
。

②
貝
類
は
、
加
熱
調
理
す
る
。

③
調
理
台
や
調
理
器
具
を
消
毒
す
る
。

④
排
泄
物
や
嘔
吐
物
を
正
し
く
処
理

　

す
る
。

　

特
に
、
育
児
や
介
護
で
排
泄
物
や

嘔
吐
物
を
処
理
す
る
場
合
は
、
手
袋

や
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
直
接
手
で
触

れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
排

泄
物
な
ど
が
付
着
し
た
物
は
、
消
毒

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

幼
児
や
お
年
寄
り
な
ど
抵
抗
力
が

弱
い
場
合
は
、
長
引
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
嘔
吐
や
下
痢
の
症
状
が
２

日
か
ら
３
日
続
い
た
後
、
治
癒
し
て

い
き
ま
す
。
重
症
化
し
な
い
よ
う
必

ず
病
院
で
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

下
痢
や
嘔
吐
が
続
く
た
め
、
脱
水

症
状
に
注
意
が
必
要
で
す
。
意
識
障

害
や
け
い
れ
ん
・
血
圧
低
下
等
を
引

き
起
こ
し
、
最
悪
の
場
合
は
命
に
関

わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
食
事
が
摂

り
づ
ら
い
分
、
こ
ま
め
に
水
分
を
摂

り
ま
し
ょ
う
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
っ
て
ど
ん
な
も

の
？

ど
う
や
っ
て
感
染
す
る
？

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防

症
状
が
で
た
ら
・
・
・
？

生月病院スタッフの



（人） （％）

本年度
前年度
比　較
本年度
前年度
比　較

◆患者動向

区分
入院患者（人）

延　数 １日平均 延　数 １日平均

外来患者（人） 患者延数 病　床　数 病床利用率

（床） 一般 療養
31,365
32,981
△1,616
16,733
14,946
1,787

85.9
90.1
△4.2
45.8
40.8
5.0

51,938
55,084
△3,146
29,758
31,321
△1,563

213.7
226.7
△13.0
122.5
128.9
△6.4

83,303
88,065
△4,762
46,491
46,267
224

100
100
0
60
60
0

58
58
0
60
60
0

42
42
0

－
－
－

85.9
90.1
△4.2
76.4
68.1
8.3

計
准
看
護
師

看
護
師

臨
床
工
学
技
士

言
語
聴
覚
士

作
業
療
法
士

理
学
療
法
士

臨
床
検
査
技
師

放
射
線
技
師

栄
養
士

薬
剤
師

医
師

事
務

市民病院

生月病院

市民病院

生月病院

市民病院

生月病院

市民病院
生月病院

4

4

7

4

1

1

2

1

3

1

4

1

5

3

2

1

0

0

1

0

54

26

1

3

84

45

区分

今年度増加額

今年度減少額

年度末残高

今年度増加額

今年度減少額

年度末残高

0

0

18,717

0

0

741

0

0

202,510

0

0

96,459

0

0

102,886

0

0

672

5,657

3,289

107,260

3,631

1,398

43,420

0

159

2,499

0

0

206

0

0

0

720

211

720

5,657

3,448

433,872

4,351

1,609

142,218

◆固定資産明細（単位：万円）

◆職員数（単位：人）

◆年度別純利益（損失）の推移

※平成 26年度は、公営企業会計の制度移行に伴い、特別損失を計上したため、大きな赤字となっています。

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度
6,535万円
2,718万円

5,853万円
2,906万円

2,513万円
1,419万円

▲5億6,388万円
▲2億5,084万円

1億151万円
135万円

6,788万円
1,369万円

※

　

市
指
定
天
然
記
念
物
の
「
獅
子
の
ア
コ
ウ
」

を
描
い
た
油
彩
画
を
、
茨
城
県
在
住
の
松
尾 

治
さ
ん
よ
り
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松
尾

さ
ん
は
、
西
海
市
の
出
身
で
、
植
物
や
風
景

画
を
数
多
く
描
い
て
お
り
、
特
に
、
五
島
玉

之
浦
の
ア
コ
ウ
を
描
い
た
「
樹
勢
⑴
」は
、
第

69
回
二
紀
展
で
入
選
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
寄
贈
い
た
だ
い
た
絵
も
、
二
紀
展
に

出
品
さ
れ
た

作
品
で
、
巨

木
ア
コ
ウ
の

う
ね
る
よ
う

な
迫
力
が
伝

わ
る
力
作
で

す
。
市
民
病

院
の
待
合
ロ

ビ
ー
に
展
示

し
て
い
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご

鑑
賞
く
だ
さ

い
。

　

市
民
病
院
で
は
、
７
月
13
日
に
全
職
員
を

対
象
と
し
て
、
接
遇
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
は
、
市
民
病
院
の
受
付
業
務
を
受
託
し

て
し
て
い
る
ニ
チ
イ
学
館
か
ら
派
遣
し
て
い

た
だ
き
、
本
格
的
な
接
遇
マ
ナ
ー
と
、
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
に
対
す
る
心
構
え
な
ど
の
お

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
丁
寧
な
言
葉
を
選
ん
で
話
し

て
い
て
も
、
口
調
や
雰
囲
気
は
相
手
に
伝
わ

り
、
嫌
な
印
象
を
与
え
る
場
合
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
説
明
ば
か

り
で
な
く
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
寄
り
添

っ
た
心
遣
い
が
必
要
だ
と
職
員
一
同
感
じ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
院
内
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
で

は
、
患
者
満
足
度
の
向
上
や
、
接
遇
・
設
備

等
の
改
善
を
テ
ー
マ
に
、
毎
月
会
合
を
開
い

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
病
院
を
目
指
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
病
院
で
は
、
８
月
10
日
に
、
防
火
避

難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
火
災
に
見
舞
わ

れ
た
際
、
初
期
消
火
と
患
者
さ
ん
の
安
全
確

保
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
毎
年
２
回
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
夜
間
に
火
災
が
起
き
た
こ
と
を

想
定
し
、
初
め
て
通
常
勤
務
時
間
外
に
行
い

ま
し
た
。
帰
宅
し
た
職
員
へ
の
非
常
連
絡
か

ら
、
病
院
へ
参
集
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

や
、
限
ら
れ
た
職
員
で
患
者
さ
ん
を
避
難
さ

せ
る
訓
練
な
ど
初
め
て
の
試
み
に
よ
り
、
夜

間
の
防
火
避
難
体
制
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

当
然
、
火
災
は
起
き
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
す
が
、
不
測
の
事
態
に
は
、
消
防
機
関
と

連
携
し
、
患
者
さ
ん
の
安
全
を
第
一
に
行
動

す
る
訓
練
が
で
き
ま
し
た
。

■
「
獅
子
の
ア
コ
ウ
」
を
描
い
た

　

油
彩
画
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

掲示板掲示板掲示板

■
平
戸
市
民
病
院　

　

接
遇
研
修
を
実
施
し
ま
し
た

■
平
戸
市
民
病
院　

　

防
火
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

有限会社 鶴丸設備
快適な生活環境のお手伝い

給排水設備工事 浄化槽設備工事
浄化槽維持管理 浄化槽清掃

営業種目

どんな小さな事でもお気軽にご相談ください。

平戸市大久保町1732番地4
TEL.0950-23-3629 FAX.0950-23-3921

あなたの街の介護相談窓口あなたの街の介護相談窓口あなたの街の介護相談窓口

居宅介護支援事業所居宅介護支援事業所居宅介護支援事業所

介護をご希望の方、ご相
談など、お気軽にお問い
合わせ下さい。

☎（0950）23-8812
平戸市戸石川町 491-6　担当：山本

　

平
戸
市
病
院
事
業
の
経
営
状
況
は
、
収

益
的
収
支
に
お
い
て
、
収
入
総
額
24
億
７,

３
６
２
万
円
に
対
し
、
支
出
総
額
23
億
９,

２
０
５
万
円
と
差
引
８,
１
５
７
万
円
の

純
利
益
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
戸
市
民
病
院
で
は
、
患
者
数
が
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の
６,
７
８
８
万
円
の

純
利
益
を
計
上
し
ま
し
た
。
生
月
病
院
も
、

入
院
患
者
が
増
加
し
た
こ
と
で
昨
年
度
を

上
回
る
１,
３
６
９
万
円
の
純
利
益
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

両
病
院
と
も
、
純
利
益
を
確
保
で
き
ま

し
た
が
、
収
入
の
多
く
を
国
の
制
度
に
よ

る
繰
入
金
に
頼
っ
て
い
る
た
め
、
医
業
収

支
は
、
市
民
病
院
が
△
２
億
３
４
０
万
円
、

生
月
病
院
が
△
９,
１
１
３
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
人
口
の
減
少
に
比
例
し
て
患
者

数
も
減
る
傾
向
に
あ
り
、
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
で
す
。

　

今
後
は
、
昨
年
度
策
定
し
た
「
平
戸
市

立
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る
具
体

的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、

安
定
し
た
経
営
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

一
方
で
、
慢
性
的
な
医
師
不
足
は
解
消

で
き
ず
に
お
り
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療
・
療

養
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

決
算
概
要

区分 土地 建物 構築物 器械備品 車両 リース資産 合計



【材料２人分】
　しいたけ ４枚

　すりみ 120ｇ

　大葉 10枚

　片栗粉 大さじ２

　ゴマ 大さじ２

【栄養価】
　熱量 184kcal

　たんぱく質 11.1ｇ

　脂質 8.6ｇ

　炭水化物  2.5ｇ

　食塩相当量  1.0ｇ

　ビタミンD 5.1μｇ

（18才以上の摂取目安量は、5.5μｇ／日）

　平戸市民病院と生月病院は、平戸市病院事業として、地方公営企業法の全部適用を受け、原則、独立採算

制をとっており、入院・外来など診療費を主な収入として経営しています。地域に不可欠な病院が持続的に、

安定的な経営を行っていけるよう職員一同、鋭意努力しているところです。

　今回は、平成28年度の決算と事業概要がまとまりましたのでお知らせします。

収益的収入　24億7,362万円 収益的費用　23億9,205万円
平戸市民病院　16億9,196万円 平戸市民病院　16億2,408万円

生月病院　７億8,166万円 生月病院　７億6,797万円

15億4,492万円

13億4,152万円

352万円

81万円

7,477万円

7,564万円

給与費 ９億3,159万円給与費 ９億3,159万円
材料費 1億7,723万円材料費 1億7,723万円
経費 ３億127万円経費 ３億127万円
減価償却費 1億3,032万円減価償却費 1億3,032万円
資産減耗費 210万円資産減耗費 210万円
研究研修費 241万円研究研修費 241万円

給与費 ９億3,159万円
材料費 1億7,723万円
経費 ３億127万円
減価償却費 1億3,032万円
資産減耗費 210万円
研究研修費 241万円

給与費 ４億9,324万円給与費 ４億9,324万円
材料費 7,748万円材料費 7,748万円
経費 １億2,711万円経費 １億2,711万円
減価償却費 4,766万円減価償却費 4,766万円
資産減耗費 110万円資産減耗費 110万円
研究研修費 105万円研究研修費 105万円

給与費 ４億9,324万円
材料費 7,748万円
経費 １億2,711万円
減価償却費 4,766万円
資産減耗費 110万円
研究研修費 105万円

入院 ７億6,239万円入院 ７億6,239万円
外来 ３億9,846万円外来 ３億9,846万円
訪問看護 652万円訪問看護 652万円
通所リハ 3,063万円通所リハ 3,063万円
その他 １億4,352万円その他 １億4,352万円

入院 ７億6,239万円
外来 ３億9,846万円
訪問看護 652万円
通所リハ 3,063万円
その他 １億4,352万円

入院 ３億8,788万円入院 ３億8,788万円
外来 １億9,609万円外来 １億9,609万円
その他 7,254万円その他 7,254万円

入院 ３億8,788万円
外来 １億9,609万円
その他 7,254万円

負担金交付金 １億8,706万円負担金交付金 １億8,706万円
患者外給食 85万円患者外給食 85万円
長期前受金戻入 7,755万円長期前受金戻入 7,755万円
その他 1,021万円その他 1,021万円

負担金交付金 １億8,706万円
患者外給食 85万円
長期前受金戻入 7,755万円
その他 1,021万円

負担金交付金 １億8,706万円
患者外給食 85万円
長期前受金戻入 7,755万円
その他 1,021万円

負担金交付金 9,458万円負担金交付金 9,458万円
患者外給食 43万円患者外給食 43万円
長期前受金戻入 2,567万円長期前受金戻入 2,567万円
その他 350万円その他 350万円

負担金交付金 9,458万円
患者外給食 43万円
長期前受金戻入 2,567万円
その他 350万円

支払利息 3,769万円支払利息 3,769万円
雑損失 3,795万円雑損失 3,795万円
支払利息 3,769万円
雑損失 3,795万円

支払利息 147万円
雑損失 1,805万円

7億4,764万円6億5,651万円

97万円

１億2,418万円１億2,418万円１億2,418万円

２億7,567万円

　日ごろ手にする加工食品に、どのような食材が使用されているか見るために、パッケージに記載さ

れている原材料表を見ることがあると思います。この原材料表示には、一定のルールがあり大切な情

報が掲載されていますので、特に加工食品など一見、原材料が分かりにくいものはよく確認する必要

があるでしょう。

　原材料名欄は、使用した原材料が全て、

重量順に表示されています。つまり、先に

かかれているほど多く含まれます。

　また、アレルギー、遺伝子組換え、原料

原産地に関する表示を含みます。

　特に、食品添加物は、それ以外の原材料

と分けて記載されます。

作り方

　骨を丈夫にするには、カルシウム補給が重要です。一緒に
ビタミンＤを摂ると、カルシウムの吸収を促進してくれます。
ビタミンＤは、日光を浴びることにより、皮膚で生成すること
ができます。しかし、それだけでは十分でないため、食事に
よって補う必要がある栄養素です。
　ビタミンＤを多く含む食材は、魚類・きのこ類となっていま
す。
　平戸にも美味しい魚がたくさんありますし、きのこ類と言え
ば、平戸産のシイタケですね。肉厚で味もよく、様々な料理
に使えて、良質な出汁もとれる万能食材です。 

①しいたけは、石づきを切る。

②切りとった石づきを短冊切りにする。

③大葉は、飾り用の４枚をとっておき、残りの６枚を千切りにする。

④すりみに、②と大葉の千切りを入れ混ぜ合わせる。

⑤しいたけの内側に片栗粉をまぶし、④を詰める。詰めた後も、

　表面に片栗粉をうすくつける。

⑥フライパンにごま油を熱し、⑤を焼く。中まで火が通ったら、

　大葉を添えて出来上がり！！

医業費用

医業費用

医業収益

医業収益

特別利益

特別利益

医業外収益

特別損失

特別損失

医業外費用

医業外費用 1,952万円
医業外収益

医業利益 経常利益 純利益 企業債残高

平戸市民病院

生月病院

△２億   340万円

△9,113万円

△337万円

1,353万円

6,788万円

1,369万円

11億4,775万円

9,904万円

準チョコレート（パーム油（大豆を含む）、砂糖、全粉乳、
ココアパウダー、乳糖、カカオマス、食塩）、小麦粉、
ショートニング（牛肉を含む）、砂糖、卵、コーンシロップ、
乳又は乳製品を主要原料とする食品、ぶどう糖、麦芽糖、
加工油脂、カラメルシロップ、食塩

ソルビトール、酒精、乳化剤、膨張剤、香料

<加工食品の表示例 >

原材料名

添加物



外来診療カレンダー外来診療カレンダー外来診療カレンダー外来診療カレンダー外来診療カレンダー
■平戸市民病院

（派遣医師）

（派遣医師）

■生月病院

午後の「△」は、いずれかの先生が輪番で診察します。
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平成28年度平戸市病院事業決算報告
毎日できる健康チェック
ATLと歩いた医師人生
地域医療を学ぶ「SUMMER CAMP 2017」
ふれあい看護体験
市民病院スタッフの「耳よりなハナシ」
生月病院スタッフの「ちょっと聞いておくれ」
掲示板
栄養管理室だより「いっただきまーす」
外来診療カレンダー　

担当医師 診療科

担当医師 診療科 所　　属 診  　　　療  　　　日

担当医師 診療科 所　　属 診  　　　療  　　　日

山下　雅巳

中村　　宏

小村　哲永

石塚　由実子

内科

内科／外科

内科

内科／外科

月
午前 午後

担当医師 診療科 月
午前 午後

 火
午前 午後

水
午前 午後

木
午前 午後

金
午前 午後

火
午前 午後

水
午前 午後

木 金
午前 午後 午前 午後

池田　柊一

押淵　　徹

堤　　竜二

飯野　俊之

濵田　貴幸

岩田　知真

中桶　了太

九州大学派遣医師

内科

外科

外科

内科

外科／小児科

内科

内科

眼科

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

△

△

△

△

○

△

△

△

△

△

△

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

△

△

△

○

○

○

○

○

△

△

△

調　　　漸

山下　雅巳

徳永　　毅

北川　直毅

田中　奈津美

原　真一郎

神経内科

内科

透析

脳神経外科

整形外科

整形外科

長崎大学病院

生月病院

徳永泌尿器科医院 

長崎労災病院

長崎労災病院

長崎労災病院

毎月２回（詳しい予定は、市民病院へお問い合わせください。）     

毎月第１・第２・第３水曜日　大腸ファイバー      

毎週土曜日       

毎月第２・第４金曜日　午前中       

毎週火曜日　午前中       

毎月第２、第４金曜日　午前中         

○

○

○

○

　

　

　

○

○

○

○

○

　

○

　

○

○

○

○

　

○

　

○

○

○

○

　

○

　

○

○

○

○

　

○

　

山崎　　隆

小林　　誠

原　真一郎

池田　柊一

松永　和雄

前田　邦彦

泌尿器科

整形外科

整形外科

血液内科

循環器科

眼科

青洲会病院

 

 

 

長崎労災病院

平戸市民病院

伊万里有田共立病院

まえだ眼科 

毎月最終水曜日       

1 1 月 1 3 日 （ 月 ） ～ 1 7 日 （ 金 ） 午 前 中       

1 2 月 1 1 日 （ 月 ） ～ 1 5 日 （ 金 ） 午 前 中       

 １ 月 1 5 日 （ 月 ） ～ 1 9 日 （ 金 ） 午 前 中       

毎月第１金曜日（詳しい予定は、生月病院へお問い合わせください。） 

毎月第２火曜日       

毎月第４金曜日

３か月に１回（詳しい予定は、生月病院へお問い合わせください。） 

中江の島とあご漁中江の島とあご漁

　「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」　「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」

　　　　　　　　平成30年世界資産登録を目指しています。　　　　　　　　平成30年世界資産登録を目指しています。

中江の島とあご漁

　「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」

　　　　　　　　平成30年世界資産登録を目指しています。


